
熊取町立熊取中学校

司書教諭 紀之定美知代

教科との連携および図書委員会活動
を活性化させる運営をめざして

調べ学習の魅力！
図書館をみんなのものにするために



可能性





調べ学習のねらい



調べ学習「平家物語」授業計画





古典のおもしろさと豊かに出会おう！
「平家物語の世界」へ ようこそ

兼好法師「徒然草」の扉を開けて！

「平家の世界」に読み浸る



調べる 〔読み比べる・分析する〕

複数の資料から



まとめる清書



作品をつくる 〔 冊子の作成 〕



発表を組み立てる 〔関連性・再構成〕

牛若丸・源頼朝・木曽義仲・那須与一・平清盛・知盛・小枝の笛

鵯越・倶梨伽羅峠・屋島・壇ノ浦の戦い ・健礼門院・安徳天皇

静御前・祇王・仏御前（平家物語の女性達） 琵琶法師・平曲

検討会



「見せる資料」作りわかりやすく発信するために

１、 どんなことを、どういう順序で、説明するか？
２、 どんな資料（図や絵）を見せて説明するか？
３、 発表で実際に話す内容（原稿）を考える。



話の組み立てを考える 「発表原稿の作成」



発表！牛若丸・平清盛・鵯越・一の谷・屋島・壇ノ浦の戦い
静御前・祇王・那須与一・敦盛最期「小枝の笛」・琵琶「平曲」



伝え合おう「徒然草の世界」 私からの発信

・兼好法師の考え

・自分たちの考え

「仁和寺にある法師」 「ある人弓射る事習ふに」



評価



調べ伝え合おう振り返り「わかったこと・気づいたこと」

調べ学習 プレゼンテーション

・平家軍と源氏軍の特徴

・人物のつながりがわかる。

・他の戦いとのつながりと流れ

・人物の思い、生き方など人物像

に迫れた。

・兼好法師に迫れ、古典のおもし

ろさがわかった。

・作者の心情が深く理解できていい

・情景が感じられ、想像が膨らむ。

・調べの面白さと知る充実感

・次に調べたい課題と意欲につな

がる。もっと細かく調べたい。

・調べておもしろかったのを自分で

楽しむだけでなく、皆に教えてや

れるから、発表してよかった。

・文字や言葉だけでなく絵や動作

で伝える事も大切と気づいた

・人にどうやって伝えるか考える

ことができた。

・発表したことで、調べた古典を

しっかり理解することができた。

・みんなに届きやすい声で、自分

の意見をきちんと話したい。

・聞き手を見て話そうと気づいた。



アニマシオン〔裁判討論・文語定型詩の絵と文をつなぐ〕
方言調べ後の辞典作り・調べ学習後のディベートマッチ



百人一首 調べ 「百人一首かるた大会」〈味わおう日本の伝統文化〉

調べ学習後の「創作短歌集」・「俳句で綴る修学旅行記」



１、国語科「和歌の世界」

和歌の調べ学習・プレゼンテーション、授業の公開

２、美術科「日本の伝統色と古典模様」

図書館資料を活用し和歌に色・模様をつける・授業参観

３、文化発表会でコラボ作品の展示

互いに味わい、全校生徒・保護者と作品鑑賞会

他教科にも図書館活用を広げるために
授業の公開

教科のコラボレーションで図書館を活用
授業計画段階でコーディネート！



鑑賞文 「和歌の世界」調べ学習

万葉集

古今和歌集

新古今和歌集



図書館を活用した授業の公開



美術調べ学習「伝統色と古典模様」



和歌を色（模様）で表現ー淡彩画－



和歌「淡彩画」作品

緋
色



『文化発表会』 コラボ作品展示



理科「校庭の生物観察」 図書館「図鑑の生き物」

校庭から 図書館へ

さくいん 目次



「 ようこそ 科学の世界へ そして 工藤直子の世界へ」



国語「野原はうたう」 生物細密画

・・・
・・・

・・・



理科：次の「植物の分類」「地震」等（調べ学習）につながる
国語：次の「ダイコンは大きな根？」（説明文）の調べ学習につながる

＆ 今後の 「短歌・俳句・万葉集」の理解の 土台
応用

理科： 植物の分類 国語： 説明文を書こう

裸子植物と被子植物 野菜の新しい魅力を発見

単子葉類と双子葉類 植物として観察してみると興味深い



図書館資料を道徳教材へ



図書館から『全校道徳』へ

全校集会で本の読み聞かせ
各教室で

道徳の時間



本の主人公から学ぶ

道徳「はるかの
ひまわり」の種

生徒会活動「はる
かのひまわり」の
種を蒔き、育てる

熊取中学校図書館蔵書「はるかのひまわり」 生徒会活動



ＩＣＴを活用した人権集中学習

【学習のねらい】

• 生徒が自ら調べまとめる活動を中心に据え
人権に関する諸問題に対し、主体的にアプ
ローチしようとする意欲を育みたい。

• ＩＣＴを活用して主体的に問題と向き合い、諸
資料から考える活動を通して、より奥行きの
ある人権感覚を身につけさせる。



探究学習の指導計画

第1次 課題の提示と主題選び（コンピューター室）

第２次 学校図書館・コンピューター室を利用した

調べ学習（コンピューター室・移動図書館）

第３次 発表レポートの制作（コンピューター室）

第４次 各学級でのレポート発表会（教室・ＣＰ室）

第５次 学年集会でのレポート発表会と学習のふりかえり

・人権課題は幅広く多岐にわたる ということを伝えたい
・幅広い人権課題に 興味関心をもってほしい
・自分から関心をもって 主体的に迫っていく力をつけさ
せたい（３年間の集大成として）

人権学習での調べ学習のねらい



コンピューター室・学校図書館を利用した調べ学習

「インターネット」 と 「本」



ＩＣＴ活用（本とネットから多くの情報を！）



社会の授業で課題の提示とテーマ選び

Ａ 世界の貧困や食糧問題に関すること

Ｂ 世界の紛争や難民の問題に関すること

Ｃ 世界の子どもたちの問題に関すること

Ｄ 世界や日本の女性をとりまく問題に関すること

Ｅ ＳＮＳをめぐる問題に関すること

Ｆ ハンセン病患者に対する差別の問題に関すること

Ｇ 人種差別に関すること

Ｈ 地球環境問題に関すること

Ｉ 死刑制度の存続に関すること

J 日本の平和主義に関すること

Ｋ その他（先生と相談する）

・発表主題（発表したいテーマ）
・クラス、班、班全員の氏名
・取り上げた人権に関する問題の現状
・その問題に対するとりくみのようす
・その問題の解決に向けた班の意見
・今回の学習の感想（全員）
参考文献
（参考にした書籍、インターネットのホームページ名またはＵＲＬを明記すること）

レポートに必ず記載する内容





クラスでの発表（ニュース解説）



学年集会で「３年生人権学習発表会」
スクリーン ・ プロジェクター ・ デジタルビデオカメラ

社会委員による
司会・記録



「子どもの成長」

• 先生に与えられたテーマを調べるだけでなく、

与えられたテーマを超えるものがあった。

・人権に対する興味・関心が向上した

• グループで解決する力、プレゼン力が伸びている。

• 教師から与えられて書くのに比べ 自分で班でや
る中で、生き生きした表情が見られた

• 人前で話す、人の発表を聞く力、主体的に聴く効果
の向上があった

• 運営委員が当日記録・司会、あとでまとめたりする
力企画力・実行しようとする力がついた



１年 数学 調べ学習 授業計画



テーマ ・ 理由 ヒストグラム

清書 ・ 原稿



「資料整理」 統計調べ学習 「結論」

数学 統計 「資料活用」



清書 ・ 原稿

統計の発表（数学の授業）



数学調べ学習グループ発表



「目標」 と 「成果」
• 教科書の範囲の内容や、計算方法を覚えるだけ
よりも、身近なテーマであるので、楽しく生活で使
えるようになるといい。

・実生活でよりよく活用するため、子らの発想でやら

せる。

• 教科書の内容を超え、大学で習う内容に自らたど
り着いた生徒もいた。

（こういうアプローチがあると、助言のみ）

• 普段つながらない子が一緒にやっている。

• いつもと違う構成で普段と異なる力 違う面を出
せ、教え合う良い活動となった



調べ学習の魅力

• 本（資料）とつながることができる生徒として、また
つながりを共有できる集団として成長。

• こちらが提示したテーマを超えテーマを見つける
など、課題をより深めることができた。

• 幅広い視野に立って物事を考える力がついた。

• どう調べ、どう発表するかまで、自分達で考える
など、自発的に行動できる生徒がみられた。

• 生徒が自ら調べ主体的にアプローチしようとする
意欲が育った。



図書館教育 年間指導計画



図書委員会活動を活性化するために

Ⅰ、図書館教育部 組織拡大の確立
各学年1名→2名＋司書、計7名の組織
（数、美、英、理・・・いろんな教科の教師が図書館へ）

Ⅱ、図書委員会行事と役割分担の構築と協力体制
各行事ごとに主担と副を決め
主担者が企画、副担が共に運営、みんなで協力

Ⅲ、図書館をみんなのものにするためのイベント企画
生徒も希望のイベントに分かれ、楽しんで運営に参加
生徒の意見を聞き入れ、主体的に取組めるアプローチ



図書委員会年間計画 主な行事と役割分担

行事 日程 主担 副

ふれあい活動 昼休み 前川先生 高橋先生

図書館ルール作成 4月・10月 紀之定 高橋先生

前・後期読書月間 6月・11月 紀之定 片倉先生

給食放送で本紹介 給食中 高橋先生 東尾先生

ライブラリークイズ 昼休み 浅田先生 前川先生

高校・図書館見学 ７・8月 紀之定 原先生

熊中teachers冊子 9月 東尾先生 片倉先生

漫画を語ろう会 ７・12月 高橋先生 浅田先生

ワークショップ ７・１２月 浅田先生 高橋先生

ビブリオバトル 2月 原先生 片倉先生



読書月間朝の校門で本準備の呼びかけ

静かなピアノ曲：読書開始の合図
図書委員（放送室にて）



朝の読書 担任の先生と

副担任の先生も
廊下で静かな読書を見守りながら



配膳読書
（隙間読書）

給食の準備は
静かに読書タイム



図書委員 お薦めの一冊

図書館展示



熊中teachersお薦めBOOK

図書委員
給食放送で



生徒主体の図書委員会「図書館ルール」作成会議
『図書委員会が楽しみ』

「図書館ルール」

「今年度の図書委
員会の目標」

各学年から意見発
表のあと、多数決
で決定。



「熊中図書館ルール」
発表

（全校集会H２６）

全校集会にて
（H２５）

図書館をみんなにとって

より使いやすくするために



熊中図書委員会活動

図書館をみんなのものにするために

本をあまり読まない生徒、図書館を利用しない

生徒にむけてのアプローチが必要。

様々なイベントで来館する機会を作り、自分に

とって楽しい場所、利用価値のある場所だと

体験を通して知ってもらう。



図書館をみんなのものにするためのイベント

１．本を読まない生徒を呼び込む → ワークショップ

２．少数派の生徒たちのコミュニティを作る

→ 漫画で語ろう会

３．多くの生徒が気軽に参加

→ スクールライブラリークイズ

４．一人一人を大事にする場所だと知ってもらう

→ 読書記録のしおりに一人一人に返事を書く

５．図書館をつくるのは自分達だと思ってもらう

（図書館運営に関わってもらう）

→ 図書委員お薦めの本、先生お薦めbook冊子

町立図書館見学、高校図書委員交流会、

ポップ作り、町内３中学交流会、ビブリオバトル



全校生徒に配布する読書月間のしおり

ひとり一人に返事を書く
（ひとり一人を大切にする場所だと知ってもらう）







• 漫画を語ろう会
みんなで記念撮影

漫画を語ろう会
みんなで記念撮影





先生方も見学者・
バトラーとして参
加。

ビブリオバトル
バトラーは5分を
目指して。



ビブリオバトル（Ｈ２５）
読んでみたい本に挙手

１位に拍手
ﾁｬﾝﾌﾟ本決定



H２６ビブリオバトル読書推進のための図書館イベント

・参加者２４名 実施場所：熊中図書館
・司会者 ２年図書委員 （町内から見学に）
・タイムキーパー １年図書委員
・プレゼンター 参加申込生徒９名と教員２名
・オブザーバー 司書９名（町立図書館司書と学校司書）

質問タイム



ビブリオバトル（H２７）

第１回 ビブリオバトル

司会・タイマーも図書委員

練習を重ね、図書館便りで
バトラーと見学者も呼び込み
次へのジャンプに繋ぐ！

第２回 ビブリオバトル

バトラー１１名、見学者１２名
質問も多く、活発なビブリオ
バトルとなりました。





第2回大阪府立佐野高等学校図書委員会との交流
（Ｈ26 7／18 午後2：00～3：30）

① 総務広報課長の挨拶

② 熊中図書委員会活動の発表（代表者）

③ 佐野高校図書委員会委員長の話

④ 図書委員広報係発行「ＢＯＯＫ ＷＯＲＭ」など
の資料配付と学校司書より図書館活動の紹介

⑤ 総務・展示・広報の3つのブースに分かれ、

質疑応答しながら一緒に活動を行い交流する





広報班 「ＢＯＯＫ ＷＯＲＭ」お薦め本冊子 広報班 国際教養科の英語本紹介







熊取３中学図書委員交流会
①しおり作り 班 ②ポップ作り 班

各学校の活動を伝え合い
作った作品を紹介し合い交流

好きな本（作家）で高め合い交流

③「理想の（未来の）学校図書館像」作成 班



「教科との連携および図書委員会活動を活性化させる運営」

学校全体で図書館を活用していく組織作り

○授業での調べ学習システムの確立（調べ学習からプレゼンまで）

○他教科等とのコラボで図書館活用をコーディネート

○図書館教育部 組織の拡大

○「図書委員会行事の役割分担の構築」と協力体制

○図書館をみんなのものにするために（生徒主体の図書委員会）

生徒主体で希望のイベントに分かれ、楽しんで運営に参加

○多くのつながりと積み重ねを大切にする

○継承するシステム作り


